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も

あ
け
ま
し
て

地
場
産
業
振
興
に
努
力

　
市
民
の
み
な
さ
ま
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昭
和
四
f
七
年
の
新
春
を
迎
え
つ

つ
し
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
市
民
各
位
の
暖
か
い
ご
支

援
に
ょ
り
市
政
を
損
当
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
初
め
て
の
正
月
だ
け
に
、
大

き
な
希
望
と
責
任
の
重
大
さ
に
身
の

融

ひ
き
し
ま
る
思
い
で
新
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　
一
九
七
〇
年
代
も
三
年
目
を
迎
え

日
本
は
工
業
優
先
の
社
会
か
ら
、
人

間
性
の
回
復
を
め
ざ
す
社
会
に
大
き

く
う
つ
り
か
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

　
こ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
都
市

圏
の
拡
大
や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
発
達
に
よ
り
、
広
域
的
な
ま
ち
づ

く
り
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
昨
年
七
月
自
治
省
か
ら

十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
に
指
定

さ
れ
、
現
在
そ
の
計
画
を
策
定
中
で

あ
り
ま
す
が
、
今
後
近
隣
町
村
と
の

交
流
を
深
め
、
手
を
と
り
あ
っ
て
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
み
の
ら
せ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昭
和
六
十
年
後
の
都
市

将
来
像
を
め
ざ
す
総
合
計
画
も
現
在

ど
、
幾
多
の
問
題
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
て
昨
年
来
の
経
済
不

況
ム
ー
ド
は
、
当
市
に
と
っ
て
も
こ

の
影
響
を
受
け
、
主
要
産
業
で
あ
る

織
物
な
ど
は
か
っ
て
な
い
き
び
し
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
処
し
、
市
民
の
期
待
に

答
え
る
た
め
に
は
行
財
政
を
計
画

新
春
を
迎
え
て

十
日
町
市
長

計
画
中
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
計
画

も
市
民
生
活
の
向
上
を
第
一
に
考
え

た
「
市
民
し
あ
わ
せ
計
画
」
と
し
て

強
力
に
推
進
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
十
日
町
に
住
む
こ
と
に
誇
り
を
も

て
る
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
市
の
現
状
を
み
ま
す
と
、
山
間
地

に
お
け
る
過
疎
問
題
、
市
街
地
に
お

け
る
公
害
間
題
、
交
通
安
全
対
策
な

春
日
由
三

的
、
効
率
的
に
運
営
す
る
と
と
も

に
、
情
報
を
い
ち
は
や
く
キ
ャ
ッ
チ

す
る
な
ど
、
こ
れ
に
対
応
し
た
施
策

を
う
ち
だ
さ
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん

　
こ
の
よ
う
に
は
げ
し
い
移
り
か
わ

り
の
な
か
で
本
市
は
市
民
の
た
め
に

な
る
事
業
と
と
り
く
み
、
市
民
の
夢

と
希
望
の
実
現
に
つ
と
め
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
道
路
変
通
網
の
整

備
、
教
育
文
化
の
向
上
、
き
め
細
か

い
福
祉
行
政
の
推
進
な
ど
を
重
点

に
、
ま
た
豪
雪
対
策
や
公
害
防
止
な

ど
の
施
策
を
積
極
的
に
押
し
進
め
、

雰
細
商
工
業
者
に
対
す
る
指
導
、
援

助
な
ど
住
民
本
位
の
行
政
を
行
な
う

所
存
で
す
。

　
本
年
は
特
に
地
場
産
業
の
発
展
こ

そ
市
民
の
幸
福
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
、
そ
の
振
興
策
に
一
段
と
努
力

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
都
市
環
境
の
整
備
、
苗

場
山
麓
開
発
計
画
に
関
連
す
る
水
資

源
の
確
保
の
問
題
、
織
物
産
業
、
商
工

振
興
、
農
業
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
真
剣
に
と
り
く
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
く
し
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
こ
の
ま
ち
の
暮
ら
し
に
誇
り
と
愛

着
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
市
に
す
る

た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

全
力
を
つ
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す

の
で
、
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
新
し
い
年
の
は

じ
め
に
あ
た
り
、
市
政
の
限
り
な
き

発
展
と
、
五
万
市
民
の
し
あ
わ
せ
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

き
、
一
日
も
早
く
都
市
環
境
の
整
備

を
は
か
ら
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
農
業
に
お
き
ま
し
て
も
国
内
を
主

体
と
し
た
農
業
か
ら
、
世
界
全
般
を

見
通
し
た
農
業
へ
と
事
態
は
大
き
く

転
換
し
、
古
い
時
代
の
小
規
模
農
業

か
ら
、
協
業
化
を
主
体
と
し
た
大
規

模
農
業
へ
と
構
造
の
改
善
が
望
ま
れ

て
お
り
ま
す
時
、
広
大
な
未
利
用
地

の
開
発
を
目
的
と
す
る
苗
場
山
麓
総

合
開
発
の
促
進
を
は
か
り
、
経
済
の

変
動
に
ゆ
る
が
な
い
農
業
基
盤
を
確

立
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
町
通
り
は
国
道
の
改
良
に
と
も

な
い
近
代
化
し
た
商
店
街
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　
し
か
し
将
来
駐
車
場
を
完
傭
し
た

商
店
街
で
な
け
れ
ぱ
広
域
圏
の
要
望

を
充
分
み
た
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ

り
ま
す
の
で
、
都
市
再
開
発
、
都
市

改
造
等
に
つ
い
て
も
一
層
の
研
究
が

望
ま
れ
る
現
況
で
あ
り
ま
す
。
本
市

は
、
近
代
都
市
と
し
て
成
長
す
る
に

は
幾
多
の
難
問
題
を
か
、
え
て
お
り

ま
す
が
、
一
層
の
研
究
、
努
力
を
重

ね
ご
期
待
に
答
え
た
い
と
念
じ
つ
つ

み
な
さ
ま
方
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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下
水
道
事
業
を
推
進

　
昭
和
四
十
七
年
の
新
春
を
市
民
の

皆
様
と
共
に
迎
え
謹
ん
で
お
よ
ろ
こ

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
八
月
半
ぱ
に
突
如
と
し
て

巻
き
起
っ
た
経
済
旋
風
は
、
わ
が
国

民
経
済
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え

た
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
の
通
貨
体

制
に
も
大
き
な
打
撃
を
あ
た
い
、
昨

年
十
二
月
二
十
日
世
界
の
通
貨
調
整

は
よ
う
や
く
合
意
を
見
ま
し
た
が
、

贋

　
　
　
　
　
　
　
　
鞍

軌
道
に
の
る
に
は
時
間
を
要
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
経
済
の
動
き
も
文
化

の
発
展
に
と
も
な
い
、
単
に
一
国
の

問
題
で
な
く
す
べ
て
が
世
界
に
波
及

す
る
時
代
に
変
り
つ
つ
あ
る
時
、
今

日
お
よ
び
明
日
に
つ
い
て
も
う
一
度

認
識
を
新
た
に
い
た
し
、
一
九
七
二

年
に
は
世
界
経
済
の
複
雑
な
新
局
面

に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大

な
年
で
あ
る
と
諮
も
わ
れ
ま
す
。

　
日
本
社
会
は
変
化
の
テ
ン
ポ
が
あ

ま
り
に
速
か
っ
た
だ
け
に
従
来
か
ら

の
問
題
が
ま
だ
完
全
に
結
着
を
み
な

い
う
ち
に
、
そ
れ
と
折
り
重
な
る
よ

う
な
形
で
次
の
問
題
が
あ
と
か
ら
あ

と
か
ら
襲
い
か
N
っ
て
来
て
い
ま
す

　
こ
の
よ
う
な
事
情
下
に
お
い
て
本

市
は
雪
と
の
た
た
か
い
や
、
地
元
産

　
雪
害
問
題
は
市
街
地
で
の
無
雪
道

は
よ
う
や
く
軌
道
に
の
っ
た
現
状
で

あ
り
ま
す
が
、
一
歩
奥
地
へ
入
り
ま

す
と
無
雪
道
ど
こ
ろ
か
、
道
つ
け
も

困
難
い
た
し
て
お
る
と
こ
ろ
が
多
い

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
等
奥
地
の
対
策
を
積
極
的
に

進
め
隔
差
是
正
に
努
力
し
、
め
ぐ
ま

れ
な
い
地
域
の
人
達
の
期
待
に
一
日

も
早
く
答
え
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
議
長

業
の
発
展
な
ど
而
民
一
丸
と
な
っ
て

こ
れ
に
対
処
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
道
路
綱
の
整
備
は
、
自
動
車
の
普

及
を
促
進
し
、
市
民
一
体
の
交
通
事

故
防
止
運
動
に
も
か
か
わ
ら
す
、
事

故
件
数
は
一
層
増
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
面
に
つ
い
て
も
精
一
ぱ
い
の
研

究
と
努
力
を
い
た
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

石
坂
正
隆

　
本
市
に
公
害
雪
害
係
が
設
置
さ
れ

て
か
ら
五
年
目
を
迎
え
、
公
害
問
題

も
調
査
段
階
か
ら
実
施
段
階
に
入
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
公
害
の
克
服
は

市
民
各
位
の
協
力
と
積
極
的
な
認
識

が
な
け
れ
ぱ
極
め
て
困
難
な
問
題
で

あ
り
、
こ
の
根
本
的
な
解
決
は
下
水

道
事
業
の
早
期
完
成
以
外
に
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
事
業
の
推
進
に

ご
理
解
と
積
極
的
な
参
加
を
い
た
だ

明㎜闘翻”

鍍
保
護
条
例
な
ど
可
決

　
　
　
　
　
－
第
四
回
市
議
会
定
例
会
－

　寵m㎝

　
昭
和
四
十
六
年
度
第
四
回
市
議
会
定
例
会
は
会
期
十

三
日
間
で
去
る
十
八
日
終
了
し
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
昭
和
四
十
五
年
度
十
日
町
市
一
般
会
計
決

算
認
定
な
ど
二
十
議
案
で
す
。

　
可
決
さ
れ
た
主
な
も
の
と
し
て
は
・
十
日
町
市
文
化

財
保
護
条
例
の
制
定
、
十
日
町
市
清
掃
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

市
文
化
財
保
護
条
例
は
、
十
日
町
市
に
所
在
す
る
文
化
財
を
保
存
し

市
民
の
郷
土
意
識
を
深
め
、
文
化
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
条
例
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た

文
化
財
は
、
市
が
市
又
化
財
の
維
持
管
理
等
に
必
要
な
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
反
面
、
市
文
化
財
の
所
有
者
等
は
こ
の
条
例
や
教
育
委
員
会
の
指

示
に
よ
り
而
文
化
財
を
管
理
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
十
日
町
市
清
掃
条
例
の
一
部
改
正
は
、
し
尿
汲
取
手
数
料
値

上
げ
を
現
行
の
二
十
七
円
（
十
八
掬
当
り
）
か
ら
三
十
六
円
に
す
る

こ
と
を
提
案
、
社
会
経
済
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
三
十

二
円
と
す
る
こ
と
に
修
正
可
決
し
ま
じ
た
。

　
昭
和
四
十
六
年
度
十
日
町
市
一
般
会
計
補
正
予
算
は
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
千
三
百
六
十
八
万
八
千
円
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
、
二

十
一
億
三
千
百
六
十
二
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
．

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
バ
ス
回
転
場
整
備
補
助
金
十
万
円

雪
ま
つ
り
委
託
料
追
加
百
万
円
、
除
雪
機
械
借
用
料
追
加
六
百
万
円

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
．

申
し
込
み
は
1
月
訓
日
ま
で

　
　
　
　
　
－
i
保
育
所
入
所
児
童

　
昭
和
四
十
七
年
四
月
保
育
所
入
所
児
童
を
つ
ぎ
の
と
お
り
受
付

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
■
受
付
期
間
　
一
月
二
十
日
か
ら
一
月
三
十
一
日
ま
で

■
入
所
資
格
者
十
日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
あ
っ
て
保
育
に
欠
け

る
児
童

■
提
出
書
類

　
①
保
育
所
入
所
申
請
書
一
通
（
市
社
会
福
祉
事
務
所
お
よ
び
各
保

　
育
所
に
申
請
用
紙
が
あ
り
ま
す
）

　
②
同
一
世
帯
の
父
母
や
祖
父
母
兄
姉
等
で
給
与
所
得
の
あ
る
方
は

　
昭
和
四
十
六
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写
し
を
添
付
（
前
年
の
納
税
が

　
他
の
市
町
村
の
場
合
、
そ
の
市
町
村
民
税
の
税
額
証
朋
書
を
添
付
）

田
入
所
予
定
人
員

＋
日
町
保
育
所

川
治
保
育
所

下
条
保
育
所

高
山
保
育
所

鐙
島
保
育
所

四
日
町
保
育
園

北
越
保
育
園

＋
日
町
幼
児
園

三
才
未
満
児
十
八
人
、
三
才
以
上
児
十
四
人

三
才
未
満
児
十
五
人
、
三
才
以
上
児
五
人

三
才
未
満
児
二
十
一
人
、
三
才
以
上
児
十
二
人

三
才
未
満
児
十
七
人
、
三
才
以
上
児
七
人

三
才
未
満
児
十
二
人
、
三
才
以
上
児
十
五
人

三
才
未
満
児
十
九
人
、
三
才
以
上
児
二
十
一
入

三
才
末
満
児
十
一
人
、
三
才
以
上
児
十
一
人

三
才
未
満
児
十
六
人
、
三
才
以
上
児
十
二
人

■
以
前
に
申
請
書
を
提
出
し
て
あ
る
万
は
再
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。
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　　　　一ご協力に感謝一

　　　赤い羽根共同募金
口赤い羽根共同募金は皆様の暖かいご同情と深

いご理解により、つぎのとおり目標額を達成し

ました。紙上より厚くお礼申し上げます。

　　　　　目標額
戸別募金　　1，908，000円

法人募金　　　900，000円

学校等募金　　　5，500円

　計2，863，000円

納入額

1，954，042円

1，059，ICO円

215，763円

3，228，905円

　　住みよい社会をつくる簡易保険

　1月m日から3月3旧までは住みよい社会を

つくる郵便局の簡易保険新加入運動実施中です

　　　連絡もれの方はお申し出を

　　　新入学児童の健康診断

本年4月か吃）小学校へ入学を予定されている

新入学児童は、すでに各小学校を通じ就学前の

健康診断も終えております。

最近転入された方で住民登録をされていない

方、または連絡がない方は至急市教委までお申

し出ください。

新年度入学される児童の生年月日は、昭和40

年4月2日から昭和41年4月1日までの方です

　　　市奨学金貸与者を募集

市教育委員会は昭和47年度奨学金貸与者をつ

ぎのとおり募集しています。

応募要領等くわしいことは、市教委庶務課ま

たは在学中学校、高等学校にお間い合せくださ

いo

■奨学金の額　高校、高等専門学校一月額3，0

00円、大学一月額6，000円

口応募資格　学校教育法に規定する高校、高等

専門学校、大学に在学するもの又は進学しよう

とするもので　臼）市内に3年以上居住する世帯

の子弟　⑨学業成績が優秀と認められるもの

の経済的理由で学資の支弁が困難なもの

■応募締切り　2月末日（市教委必着のこと）

　　　電話番号が変更
　1月14日から土市、下条局がダイヤル式に切

り替えられたため、つぎの出張所の電話番号が

下記のとおり変更しましたのでお知らせします

下条出張所　十日田］局（5）2004番

水沢出張所　十日町局（8）3101番

　
第
二
十
三
回
雪
ま
つ
り
は
二
月
十

二
日
（
土
）
十
三
日
（
日
）
の
両
日

に
決
定
。
雪
ま
つ
り
委
昌
会
は
去
る

十
一
日
か
ら
商
工
福
祉
会
館
三
階
に

事
務
局
を
開
設
し
、
署
ま
つ
り
の
準

傭
体
制
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
雪
ま
つ
り
は
「
明
る
く
楽

し
く
美
し
く
」
を
テ
ー
マ
に
行
な
わ

れ
、
雪
上
力
ー
ニ
パ
ル
、
雪
の
芸
術

展
な
ど
の
ほ
か
に
、
十
日
町
高
校
グ

ラ
ン
ド
に
雪
国
の
街
広
場
の
開
設
な

ど
新
し
い
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
広
場
は
中
央
ス
テ
ー
ジ
で
郷

土
芸
能
や
歌
と
お
ど
り
の
交
換
、
ふ

る
さ
と
の
味
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
、
県

外
青
少
年
と
の
交
換
会
や
雪
の
ミ
ニ

作
品
の
共
同
製
作
な
ど
が
行
な
わ
れ

ま
す
。

　
雪
上
ス
テ
ー
ジ
は
、
京
都
の
御
所

造
り
と
優
雅
な
庭
園
を
ア
レ
ン
ジ
し

た
「
雅
の
苑
」
に
決
定
。
巾
五
十
層

高
さ
十
五
耕
奥
行
四
十
層
の
雄
大
な

雪
上
舞
台
を
城
ヵ
丘
に
製
作
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
二
日
の
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
は
地

元
選
出
モ
デ
ル
に
よ
る
着
物
シ
ョ

ー
、
民
踊
な
ど
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
朝
丘
雪
路

と
佐
川
満
男
（
総
合
司
会
八
代
英

太
）
や
日
本
舞
踊
な
ど
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
多
数
の
参
加
を

　
　
　
　
　
　
雪
の
芸
術
展

　
雪
ま
つ
り
委
員
会
は
今
年
も
雪
の

芸
術
作
品
展
に
多
数
の
参
加
を
望
ん

で
い
ま
す
。

　
ま
た
本
年
も
飯
山
沿
線
の
学
童
宙

窓
展
や
チ
ン
コ
ロ
市
、
市
民
音
楽

祭
、
文
化
講
演
会
な
ど
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
な
お
札
幌
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
に
協
賛

一
月
二
十
八
日
の
札
幌
雪
ま
つ
り
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
十
日
町
き
も
の
シ
ョ

ー
と
対
談
（
十
日
町
織
物
と
十
日
町

の
雪
ま
つ
り
）
を
行
な
う
予
定
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
み
や
び
　
　
　
そ
の

雪
上
舞
台
は
”
雅
の
苑
”

　
雪
国
の
街
広
場
を
開
設
第23回雪まつり

　旧軍人の一一時恩給など支給範囲を拡大

旧軍人の一時恩給（一時扶助料）などの支給

範囲が拡大されました。

つぎに該当する方は市社会福祉事務所におた

ずねください。

1．地域加算（抑留加算）を算入しても、恩給

最短年限に達しない人に、戦地外戦務加算や各

種職務加算の算入を認めます。

2．引き続いて3年以上7年未満の軍人在職者

　で下士官以上としての在職年数が1年以上

　の人に一時恩給を支給（46年lO月1日現在

　共済組合員も請求権がある。）

3．戦犯拘禁期間の通算制限の撤廃

4・外国政府職員の抑留期間を通算

5．外国政府職員などの在職期間の通算条件を

　緩和
6．職務に関連した傷病者（本邦などにおいて

　昭和16年12月8日以降の傷病者が該当）に

　特別傷病恩給を支給

　　　公衆電話の故障続出〃

雪のシーズソになるとぬれた硬貨を使用され

るかたが多くなるため故障が続出して他のお客

様にも迷惑となりますのでぬれた硬貨の使用は

ご遠慮くださるようおねがいします。

　　　　　　　（十日町電報電話局）

■坂田領　10万円　身体障害者（児）へ寄付

■昭和町福島小四郎30万円　社会福祉事業寄付

■吉田北部民踊同好会会長児玉康治　5，000円

　　　　　　　　コP二一の皆さんに
　　　歳末たすけあい寄付金

■十日町実業高等学校生徒一同

■関芳織物㈱従業員一同

■十日町青年会議所

■計目町北ロータリークラブ

■青春をみる会

■内藤直義（うと木）

■飯林織物株式会社従業員一同

■庭野日敬

69，163円

14，660円

12，100円

16，475円

18，385円

1，000円

20，448円

100，000円

■十日町小1年樋口広美、庭野恵理子、

　　　　　春日真弓　　　　2，500円

■上新田簡易保険組合代表近藤静江

　　　　　　　　　　　3，000円
圏十日町地区同盟青婦会議

■十日町地区評青婦協

目泉町庭野貴美子

■二子水落賀一

■大黒沢村山慶治

■昭和町1庭野みよの

口立正佼成会十日町支部

99，300円

65，556円

1，105円

1，000円

1，000円

1，000円

25，209円

■十日町ライオンズクラブ登坂行雄35，727円

口白井敏夫　　　　　　　　　　　　10，000円

匹
象

　
十
二
月
一
日
か
ら
つ
ぎ
の
方
々
が

十
円
町
而
の
民
生
児
童
委
員
に
委
嘱

さ
れ
、
今
後
民
生
関
係
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
◎
印
“
市
代
表
総
務
　
○
印
“
地

区
代
表
総
務

　　，山谷地区に融雪道路
新1山谷部落肺道山谷醐沢線（山谷地

li謙驚難
童
委
員
が

　
　
　
き
ま
り
ま
し
た

◎
服
部
慶
円
、
徳
永
泰
三
、
田
村
ト
関
ロ
キ
イ
、
貝
沢
マ
ツ
、
金
子
マ
ス

ヨ
、
根
津
モ
ト
、
高
橋
栄
助
、
井
ロ
ミ
、
中
林
秀
一
郎
、
丸
山
哲
英
、
岩

拓
三
、
根
津
富
、
波
間
良
、
酒
井
梅
田
弘
O
高
橋
嘉
磨
、
田
村
澄
江
、
山

子
、
植
木
正
太
郎
、
高
木
英
次
郎
、
　
田
良
平
、
久
保
田
俊
作
、
大
津
金
治

渡
辺
市
松
、
庭
野
勝
治
、
高
橋
徳
重
水
落
茂
太
郎
、
池
田
福
栄
O
近
藤
栄

庭
野
六
郎
、
大
島
仁
作
、
中
林
フ
ミ
太
郎
、
水
落
敬
作
、
藤
田
つ
ね
子
、

　の水を流すもので、この融雪道路は市

　で初めての試みでもあり、今冬の成果

が期待されています。融雪道路は常時

水を道路上に流すため、自動車等の通

行で歩行者に飛散させることも考えら

れますので、運転者は歩行者とのすれ
1違いの際は徐行するなど注意してくだ

鐘
ミ
き
、

き

山
口
誠
一
、
小
林
昌
平
、
水
落
ト
ミ

水
落
長
平
、
柳
治
作
、
酒
井
浩
司
、

春
日
壮
一
郎
、
太
田
健
一
、
柳
登
久

治
、
尾
身
ト
ラ
○
桑
原
勝
利
、
古
沢

シ
ン
、
村
山
ス
ミ
、
須
藤
ス
マ
○
竹

内
茂
、
岡
村
与
作
、
高
僑
藤
作
、
桑

原
喜
作
、
田
村
貫
一
、
南
雲
志
ゆ
、

村
山
常
太
郎
、
田
川
正
三
、
柳
貞
太

郎
、
福
崎
健
太
郎
、
徳
永
市
太
郎
、

林
福
市
、
富
井
安
治
、
鈴
木
正
吉
、

○
上
村
順
平
、
武
田
つ
ね
子
、
佐
藤

重
夫
、
井
口
三
郎
、
金
沢
千
枝
、
村

山
行
作
、
保
坂
辰
平
、
宮
沢
金
作
、

樋
口
芳
次
、
宮
沢
恒
子
。

16日中条病院

　　電話7－3018番
23日　池田医院　本町西

　　電話2－2581番
30日　山口医院　袋町中

　　電話2－2174番
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昭和46年度上半期業務状況
（昭和46年4月1日から昭和46年9月30日まで）

損益計算書
費用38，972千円 収益41，300千円

営業外費用11，420一干円

　　／営業費用
27，552千円

／
純利益2，328千円

　　／／営業収益
　40，429千円／
／チ　　／

営業外収益871千円

資産

昭和45年度決算状況

昭和45年度水道事業損益計算書
（昭和45年4月1日より昭和46年3月31日まで）単位円

　費

科　目
営業費用
営業外費用

小　計
当年度純利益

合　計

貸借対照表 負債資本

　　　　　（昭和46年9月30日現在）

・辮円繍1；欄／、轟舎、

　　　　　　　　　剰余金
　　　流動資産36，497千円　9・610千円

　　　繰延勘定　　136千円
　　　　　　　　　純利益2，328千円

昭和46年度上半期給水業務量の状況

　　用

金　額
48，279，843

20，040，066

68，319，909

5，541，672

73，861，581

収　　　　　益
科　　目 金　　額

営業収益 71，269，218

営業外収益 2，592，363

合　　計 73，861，581

昭和45年度水道事業貸借対照表

　資

科　目
固定資産

流動資産

繰延勘定

計△
・

（昭和46年3月31日現在）

　　産
金　額
427，255，336

32，212，772

　183，000

459，651，108

区　　　分 昭和46年度 昭和45年度
比　　較

増　減 比率

給水戸数（戸） 6，503 5，765 738 12．8

配
水
量

総　量（㎡） 1，873，290 1，707，111 166，179 9．7

一日最大（㎡） 14，409 12，225 2，184 17．9

一日平均（㎡） 10，237 9，278 959 10．3

有収水量（㎡） 1，310，103 1，187，957 122，146 10．3

有収量（率） 69．9 69．6 0．3 0．4

単位円

負債及　資本
科　　目 金　　額

固定負債 6，826，838

流動負債 215，317

資　本　金 443，733，288

剰　余　金 8，875，665

合　　計 459，651，108

昭和45年度水道事業剰余金処分計算書
　　　　　（昭和46年12月6日議決）

■昭和45年度の決算状況と昭和46年度の上半期

　の業務状況をお知らせします。

■昭和45年度は第2期拡張事業が完成し、給水
　人口は30，168人、有収水量2，256，017立方㍍と

　なり決算において5，541，672円の純利益を上

　げました。

■昭和46年度の上半期の業務状況は前年度に引

　き続き企業の健全経営に努めています。

■第1水源地整備工事、田川南線配水管布設工
　事等の施設改良工事を推進しております。

■これ等の建設工事中は何かとご迷惑をおかけ

　していますが、ご協力をお願いします。

昭和45年度給水業務量の状況

1．当年度未処分利益剰余金

2．利益剰余金処分額

　（1）減債積立金4，677，508円

　（2》建設改良積立金1，000，000円

3．翌年度繰越利益剰余金

5，816，729円

5，677，508円

139，221円

区　　　分 昭和45年度 昭和44年度
比　　較

増　減 比率

給水戸数（戸） 6，378 5，617 761 13．5

配
水
量

総　量（㎡） 3，467，156 3，108，808 358，348 11．5

一日最大（㎡） 12，225 12，349 △124△1．1

一日平均（㎡） 9，499 8，517 982 11．5

有収水量（㎡） 2，256，017 2，030，352 225，665 11．1

有収量（率） 65．1 65．3 △0．2 △0．3

一425一


